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9月18日、対人事委員会県労連幹事団交渉を実施
人事委員会は、県職員と民間との賃金較差を、正確に比較すべし！

全国平均でもプラス較差。神奈川の住居手当引き下げ分は、当然較差として表れるはず！
県労連は9月18日、県人事委員会事務局長に対して、2013年の県人事委員会勧告に向けた要求書を提出しました。

２０１３勧告に向けたポイント

１．賃金

　①公民較差
　８月８日の人事院の報告によれば、今年の公民較差は76円0.02％のプラス格差です。

　下表のとおり、いずれの年（なぜか今年は発表されていない）も関東甲の較差は全国の較差を上回っており、今年は全国較差もプラス較差であることから、神奈川においても、当然プラス較差が期待されます。

	年
	全国

較差
	関東甲

較差
	県勧告
	備考

	13年
	0.02
	非表示
	？
	国は改定見送り

	12年
	△0.07
	0.85
	△0.06
	国は改定見送り

	11年
	△0.23
	△0.07
	△0.11
	

	10年
	△0.19
	0.26
	△0.12
	


　②住居手当（持ち家）引下げの影響

　持ち家にかかる住居手当廃止の経過措置として、本年4月から1,300円引下げられています。

　この住居手当は、民間賃金と比較する公務員賃金に含まれるもので、1,300円の引下げは、当然民間賃金との比較ベースを押し下げており、較差をプラスに上乗せする要素です。

２．給与制度の総合的見直し
人事院は、給与構造改革の完了から２年を経たに過ぎない今、給与の特例減額支給措置終了後に、俸給表構造の在り方等の給与制度の総合的見直しに向けた準備に着手するとした報告を行いました。
新たな手法で較差を生み出し、賃金を引下げようとする人事院の姿勢は、政府に追従した極めて問題があると言わざるを得ません。

民間と公務、国と地方の違いを度外視する人事院とは一線を画すよう、人事委員会に要請します。
３．技能・労務関係職種の給与の在り方
協約締結権を有する技能労務職の業務委託推進を進めるとする報告は、人事院の権限外であり、自治体間の労使交渉に介入する不当なものです。
人事委員会には人事院に追随しないよう求めます。


２０１３年勧告期の対人事委員会要求書
県では、国による地方公務員給与に対する実質的な強制削減が７月から行われており、まさに、給与決定制度の根幹を揺るがす極めて深刻な状況の最中にあるといえます。
人事委員会として、その使命と責任の下にこのような不当な事態が二度と起こることの無いよう最大限の対応を強く求めます。
人事委員会勧告・報告の制度は、労働基本権制約の代償措置として県関係職員の賃金・労働条件を決定する上ではもちろんですが、県内企業に働く労働者の諸水準に与える影響も極めて大きいものがあります。
その勧告について、人事院は８月８日に月例給及び一時金の改定を行わず、勧告を見送る一方で、給与制度の総合的な見直しを行うとした給与等に関する報告と、配偶者の海外転勤等に伴う休業制度を措置するための意見の申し出を行いました。
給与制度の総合的な見直し検討の報告にあたっては、給与構造改革が終了して２年しか経っておらず、高齢層職員や特定地域への大きな痛みを伴う厳しい改革であったことを思えば、極めて性急であると指摘せざるを得ません。
また、技能･労務関係職種の給与水準について検討を行うとされましたが、本来、給与勧告対象にない労働者であるとともに、勧告や報告によって民間委託の推進が判断されるものではないことは明らかであり、強い違和感を覚えるものです。
さらに、新たな比較方法を用いて地域間格差を生み出すことについても、何ら具体的な指標や情報も無く報告されたことは恣意的であるといわざるを得ません。
　人事委員会は、国と県では様々な条件が異なっていることを踏まえ、人事院報告に追随した作業を進めることなく、公共サービスの担い手である県職員の適正な処遇の確保に向け、主体性を持った検討が求められています。
勧告・報告に向けては、下記事項の実現に向けて最大限の努力をされるよう要求します。
2013年勧告期の対人事委員会要求項目

１．2013年度の給与勧告について
（１）2013年度の給与勧告にあたっては、公平・公正な公民比較に基づき月例給の給与水準を改善すること。
（２）一時金については、精確な民間実態の把握と公民比較を行い、職員の生活を守る支給月数を確保すること。
（３）すべての在職者が定年まで昇給が可能となるよう、号給を延長すること。
（４）教職員賃金の課題にあたっては、水準の維持・向上となるよう対応を図ること。
（５）公務職場への人材確保の視点から、採用時初任給の改善を図ること。
２．労働時間短縮、休暇、休業制度の改善について
（１）総労働時間の短縮に向けて、是正勧告をはじめとした実効ある超過勤務縮減策を提言すること。
（２）各種休暇制度を新設・拡充し、総合的な休業制度を確立すること。特に、ボランティア休暇の取得要件の緩和、休暇制度の拡充を図ること。
３．男女平等の公務職場の実現及び両立支援策の拡充について
（１）「子育てを支え合う職員行動計画」の確実な実施に向けて指導を行うこと。
（２）育児休業制度における男性の取得率向上に向けた具体的な促進策を提言すること。
（３）育児・介護を行う職員の両立支援策等の拡充を図ること。
（４）女性職員採用・登用の拡大について、積極的な取り組みを行うこと。
４．臨時的任用職員・非常勤職員等の処遇改善について
（１）臨時的任用職員・非常勤職員等の処遇については、均等処遇の原則に基づき抜本的に改善すること。
（２）県に雇用される労働者の最低賃金を、行政職(一)表の高卒初任給並に引き上げること。
５．その他
（１）65歳までの段階的定年延長を基本に、新たな高齢者雇用施策について、雇用と年金の確実な接続に向けた意見の申し出を行うこと。
また、無年金期間におけるフルタイム再任用職員の賃金水準について、行政職給料表（一）を基準に、表間格差の無いように引き上げを図ること。（２）委員会勧告については、極力早期に行うこと。
（３）賃金・退職手当・休暇等の諸権利について、労使交渉を制約することの無いよう留意すること。

　県労連幹事団は9月18日、新再任用制度と早期退職制度について、第2回目の交渉を行いました。

　この日の交渉も、当局の回答は、前回の回答水準（詳しくは自治労県職連合のＨＰの「くりえいてぃぶ」9月6日付け９０６号）と変わるものではなく、県労連との大きな隔たりは埋まらず、県労連は当局に再考を求め交渉を終了しました。次回交渉は9月26日の予定です。

　自治労県職労としての交渉の焦点は、

◇再任用問題

・県労連は、退職手当交渉時に確認した「退職後の生活が成り立つような制度」を求めています。
・現行の再任用制度は短時間が基本であり、再雇用非常勤制度を有した神奈川の歴史的経過もあり、年金不支給期間も短時間を希望する職員が少なくありません。

・福祉現場をはじめ、知事部局には交替制勤務もあり、フルタイムで働くことが厳しい職場もあります。

・最低限、こうした短時間再任用を希望する職員の生活が成り立つような制度が不可欠です。

・また、晩婚化の中で、退職後も学齢期の扶養家族を抱える職員も少なくなく、手当支給対象の見直しも必要です。

◇早期退職制度
・従来、国に準拠した制度で「国に遅れることなく」と合意した事項は、事務的な手続きが整い次第導入することが、これまで長年積み上げてきた労使の信頼関係に基づくルールです。
・このルールを労使で再確認することが基本です

・その上で、当局の見通しの甘さを含め、解決すべき課題があれば、話し合う余地はあります。


新潟の花火に見る心の交流

毎年９月９日・１０日に新潟県小千谷市で開かれる「片貝まつり　奉納花火大会」のツアーに参加しました。

知る人ぞ知る「世界最大の四尺玉」が揚がる花火大会ですが、花火の中心は、周辺住民などの家族や親戚が、おじいさん・おばあさんの長寿や子ども・孫の誕生・入学などを祝うほか、地元中学校（片貝中学校）の同期会が、成人・厄年・還暦など人生の節目を祝うとともに物故者の追善供養の意味も込めて打ち揚げる花火です。

最初は友人と車で９日早朝に出発し、現地で何とか花火がみられるスポットに拠点を構えていただけでした。そのような状況でしたから、アナウンスの声が聞こえるわけでもなく、四尺玉の前に上がる派手なスターマイン（連発花火）に感動し、お互いに「また見に来るぞ」という思いを胸に、渋滞する道路を後にしました。

２回目は、一人参加で申し込んだところ、職場の同僚も同じツアーに同じ日程で申し込んでいたことがわかり、あまりの偶然さに驚くとともに、アナウンスが聞こえる桟敷席での観覧だったこともあり、初回で感動したスターマインが、片貝中学校同期会の還暦に合わせた花火であったことがわかり、地元の方々の熱意も含めてさらに打たれるものがありました。

３回目、恒例のスターマインと四尺玉に合わせ、「煙火協会指定ツアー参加者」による奉納花火が始まり、自分も花火大会に参加しているという意識でうれしく思うとともに、その前年に放送された「お兄ちゃんの花火」で主演した藤井フミヤさんと製作スタッフによる奉納煙火（=花火）があるなど、この花火大会の意味を改めて意識することになりました。

そして今回、これまでの経験の上でアナウンスを聞き、打ち揚げられる花火を見ていると、地元企業が従業員の健康を願い、動物病院が猫や犬の追善供養（にゃんたあマイン）を行うなど、人や動物を思いやる心に改めて打たれました。

翻って、わが神奈川県庁はどうでしょう？少なくとも岡崎元知事は「人件費は事業費だ」という判断のもと、苦しい財政状況にあって、不要不急の事業の見直しを進めるとともに、人件費の削減を必要最小限に食い止めていましたが、最近の当局の仕事の進め方は、「人件費に手を付けることで、知事の進めたい事業を行う」とでもいうような姿勢ではないでしょうか？

今後の財政が厳しいこともあるでしょうが、本当に必要な改革を行わずに職員をいじめ続けることだけはやめてほしいものです。（Ｙ・Ｈ）

賃上げへの強い思いを

人事委員会に届けよう！

県労連署名に協力を！

労働運動の再生に向けて
労働大学神奈川秋季講座
日　時：10月16日（水）18:30～
会　場：相鉄労働会館（相鉄「西横浜」駅右側1分）
講　師：本間秀明さん（相鉄労組委員長）
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新再任用制度、早期退職制度について労使の主張平行線で進捗なし


県労連は再考を求める








２０１３年勧告期の対人事委員会要求書


県では、国による地方公務員給与に対する実質的な強制削減が７月から行われており、まさに、給与決定制度の根幹を揺るがす極めて深刻な状況の最中にあるといえます。


人事委員会として、その使命と責任の下にこのような不当な事態が二度と起こることの無いよう最大限の対応を強く求めます。


人事委員会勧告・報告の制度は、労働基本権制約の代償措置として県関係職員の賃金・労働条件を決定する上ではもちろんですが、県内企業に働く労働者の諸水準に与える影響も極めて大きいものがあります。


その勧告について、人事院は８月８日に月例給及び一時金の改定を行わず、勧告を見送る一方で、給与制度の総合的な見直しを行うとした給与等に関する報告と、配偶者の海外転勤等に伴う休業制度を措置するための意見の申し出を行いました。


給与制度の総合的な見直し検討の報告にあたっては、給与構造改革が終了して２年しか経っておらず、高齢層職員や特定地域への大きな痛みを伴う厳しい改革であったことを思えば、極めて性急であると指摘せざるを得ません。


また、技能･労務関係職種の給与水準について検討を行うとされましたが、本来、給与勧告対象にない労働者であるとともに、勧告や報告によって民間委託の推進が判断されるものではないことは明らかであり、強い違和感を覚えるものです。


さらに、新たな比較方法を用いて地域間格差を生み出すことについても、何ら具体的な指標や情報も無く報告されたことは恣意的であるといわざるを得ません。


　人事委員会は、国と県では様々な条件が異なっていることを踏まえ、人事院報告に追随した作業を進めることなく、公共サービスの担い手である県職員の適正な処遇の確保に向け、主体性を持った検討が求められています。


勧告・報告に向けては、下記事項の実現に向けて最大限の努力をされるよう要求します。











※県人事院勧告は、県職員に関する問題ですが、その結果は、独立行政法人である県立病院や第三セクターにも、直接・間接の影響を与えます。病院、三セクの皆さんも、自らの課題として注目ください。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































